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安全にご使用いただくために 
安全にご使用して頂く為、試験装置を使用になる前に、次の事項を必ずお読み下さい。 
仕様に記されている以外で使用しないで下さい。 
試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。 
詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。 
 
人体保護における注意事項 

感電について   
人体や生命に危険が及ぶ恐れがありますので、各測定コードを接続する場合は、 
必ず無電圧状態を確認して接続して下さい。 

電気的な過負荷 
  感電または、発火の恐れがありますので、入力回路には指定された範囲外の電圧を 

加えないで下さい。 
パネルの取り外し 
  試験装置内部には電圧を印加、発生する箇所がありますので、パネルを取り外さな 

いで下さい。 
機器が濡れた状態 
  感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用しないで下さい。 
ガス中での使用         

発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では使用しないで下さい。 
 
機器保護における注意事項 

電  源                 
指定された範囲外の電圧を印加しないで下さい。 

電気的な過負荷 
  測定入力には指定された範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。 
振 動 
  機械的振動が直接伝わる場所での使用、保存はしないで下さい。 
環 境                 

直射日光や高温多湿、結露するような環境下での使用、保存はしないで下さい。 
防水、防塵 
  本器は防水、防塵となっていません。ほこりの多い場所や、水のかかる場所での 

使用、保存はしないで下さい。 

故障と思われる場合 
    故障と思われる場合は、（株）双興電機製作所または、販売店までご連絡下さい。 
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警告 
この製品は，高圧電力設備の試験，点検をするための機器で，一般ユーザーを対象と 
した試験装置ではありません。電力設備の点検，保守業務に携わる知識を十分に 
もった方が操作を行う事を前提に設計されています。 
その為，作業性，操作性を優先されている部分がありますので，感電事故等が無い 
よう，十分安全性に配慮して下さい。 

免責事項 
 
◎本製品は，高圧電力設備の試験，点検をする装置です。試験装置の取扱いに関係する。 

専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤操作による感電事故，被試験物の破損などについ

ては弊社では一切責任を負いかねます。 
本装置に関連する作業，操作を行う方は，労働安全衛生法 第六章 労働者の就業に当たっての

措置安全衛生教育 第五十九条，第六十条，第六十条の二に定められた安全衛生教育を実施して

下さい。 
◎本製品は，高圧電力設備の試験，点検をする装置で，高圧電力設備全体の電気特性を改善したり

劣化を抑える装置ではありません。 
被試験物に万一発生した各種の事故（電気的破壊，物理的破壊，人身，火災，災害，環境破壊）

などによる損害については弊社では一切責任を負いかねます。 
◎本製品の操作によって発生した事故での怪我，損害について弊社は一切責任を負いません。   

また，操作による設備，建物等の損傷についても弊社は一切責任を負いません。 
◎本製品の使用，使用不能によって生ずる業務上の損害に関して，弊社は一切責任を負いません。 
◎本製品の点検，整備の不備による動作不具合及び，取扱説明書以外の使い方によって生じた損害

に関して，弊社は一切責任を負いません。 

◎本製品に接続する測定器等による誤動作及び，測定器の破損に関して，弊社は一切責任を負いま

せん。 
 

取扱説明書は，弊社ホームページより最新版をダウンロードして頂けます。 
                ＵＲＬ：http://www.soukou.co.jp 

                ＱＲコード（取扱説明書のページ） 
 
 
 

 
 

https://soukou.co.jp
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１．仕様 
 
使用電源  ：単３アルカリ乾電池 ８本 

 

電流記録計入力 ：１μＡでＤＣ１０ｍＶ 

 測定精度  ：１μＡ（１００ｍＶ）に対し±３％以内 

 

電圧記録計入力 ：１ｋＶでＤＣ１０ｍＶ 

 測定精度  ：１ｋＶ（１００ｍＶ）に対し±３％以内 

 

メモリ測定機能 

 メモリ内容  ：高圧出力の漏れ電流(アース電流)をメモリします。 

電圧測定は、電圧入力を行わない場合、試験電圧を設定します。 

 メモリ動作  ：測定スイッチ“ＯＮ”で漏れ電流の記録を開始し、“ＯＦＦ”するまでを 

１データとして記録する。 

 測定電流  ：０．００１～４０μA（Low レンジ） 

０．１～８００μA（Hi レンジ） 

 分解能  ：０．００１μＡ(Low ﾚﾝｼﾞ) ０．２μＡ(Hi ﾚﾝｼﾞ) 

 測定電圧  ：０～２２ｋＶ 

 分解能  ：０．０１ｋＶ 

 マニュアル設定    ：０～２５ｋＶ 

 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度 ：約５回／秒 

ﾒﾓﾘｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間 ：毎秒５回サンプリングで最大１０分間測定します。 

メモリ数  ：５０データ 

  

 トリガ動作  ：測定開始１分後から、設定値以上の電流が流れた場合、その電流値を記憶 

する。記録内容は、高圧出力から設定値以上になった時間と設定値以下に 

なった時間、その間の最大値。 

 トリガデータ数 ：１００個 

 トリガ設定範囲 ：０．１μＡ～４０μＡ(Low ﾚﾝｼﾞ)、２～８００μＡ 

 トリガ設定単位 ：０．１μＡ単位(Low ﾚﾝｼﾞ)、２μＡ単位(Hi ﾚﾝｼﾞ) 

 

バックアップ 

  リチウム電池による測定メモリバックアップ 

 

通信ポート  ：RS-232C、USB ポート 

 

付属ソフト 

 ハイボルトビューソフト 

 機能   ：測定データの表及びグラフ表示 

     測定ポイント別管理 

    成極比、弱点比等の判定機能 

 

 測定データ  ：時間的なグラフに表示します。 

 トリガデータ ：各データごとに高圧発生からの経過時間と設定値以下になった時間、及び 

その時の最大電流値を表にして表示します。 

 判定値  ：最終電流値による判定結果、成極比、弱点比を表示します。 

 対応ＯＳ  ：Windows7,10,11 
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 外形寸法  ：１７０（Ｗ）×２６５（Ｄ）×１８５（Ｈ） 

 重量   ：約３ｋｇ（電池含む） 

 

 使用環境 

  温度範囲    ：０～４０℃ 

  湿度範囲    ：８５％以下（但し、結露が無いこと） 

  

 

付属品 

 取扱説明書  ………………………………………………………………… １部 

 

 データ転送用 USB ケーブル……………………………………………………… １本 
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２．各部名称 
 

      
   
 １．ＵＳＢコネクタ 

       パソコンに測定データを転送する場合に接続します。 

 ２．ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

       パソコンに測定データを転送する場合及びメモリ内容を専用プリンタで 

印字する場合に接続します。 

 ３．表示ディスプレイ 

       メモリ動作に関する設定等の表示部分です。 

 ４．プリントキー 

       メモリ内容の印字を行います。 

 ５．ＤＯＷＮキー 

       設定内容の変更等を行います。 

 ６．ＵＰキー 

       設定内容等の変更を行います。 

 ７．セットキー 

      設定した項目の決定を行います。 
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 ８．モードキー 

      各項目を切り替えます。 

 ９．測定キー 

       測定の開始と終了を行います。 

10．電池ＢＯＸ 

  本装置、動作用電池の収納ＢＯＸです 

11．電源スイッチ 

      本装置のメインスイッチです。 

12．電圧記録計端子 

電圧に応じ出力された、記録計用電圧の測定を行います。 

（１ｋＶ→１０ｍＶ） 

13．電流記録計端子 

       電流に応じ出力された、記録計用電圧の測定を行います。 

 （１μＡ→１０ｍＶ） 
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３．測定準備 
        

３－１  記録計端子への接続 

     記録計コードを電流測定端子に接続し、最終の電圧測定を行う場合は、 

電圧測定端子にも接続します。 

      コードは、記録計コードの赤がプラス（＋）、黒がマイナス（－）となります。 

       

＊＊注意＊＊ 

記録計コードは、絶縁抵抗測定時の高電圧出力に対して耐圧の保証はできません。絶縁抵 

抗測定時に、記録計コードを高電圧印加部に近づけると、故障の原因となりますので、絶 

対に近づけないで下さい。 

 

３－２ 内蔵時計の設定 

 

  １）電源を入れます。 

 

 ２）モードキーを何回か押すと、時計設定画面（年）の表示になります。 

 

                           ­­ナイゾウ・トケイ­­ 

                      ネン        ２００９ 

                           

 

 ３）DOWN キーを押すと月の表示に変わります。 

 

                           ­­ナイゾウ・トケイ­­ 

                      ツキ          ０７ 

                           

４）同様に DOWN キーを押す事により、日→時→分→秒と変わります。 

５）時間を変更したい場合は、時間に合わせてセットキーを押します。 

 

                           ­­ナイゾウ・トケイ­­ 

                      ジ          １５      ブリンク表示します 

 

                           

６）UP、DOWNキーで時刻を合わせます。 

７）設定が完了すれば、再度セットキーを押すとブリンク表示が消えます。 

 

                           ­­ナイゾウ・トケイ­­ 

                      ジ          １８      
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4．測定方法 

 

４－１ 電圧記録、電流記録共に使用する場合 

 

  １）リード線を接続して下さい。（図１参照） 

 

 ２）メモリ機能の設定を行います。 

    現在の設定画面が表示されます。 

 

                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

                         デンアツ   end  0．００ｋV 

 

   UPとDOWNキーで設定内容の表示が切り替わります。 

   表示内容：電流レンジ、試験回路、トリガ設定値 

 

 ３）電流レンジの設定をします。 

        設定例：電流レンジ-Ｌｏレンジ トリガ電流設定値-５．０μＡ 

   電流レンジはＬoレンジ（０．００１μＡ～４０μＡ）、Ｈiレンジ（０．１μ～８００ 

μＡ）があり、測定を行う電流に対して適切なレンジに設定します。 

※ケーブル診断時はＬoレンジに設定します。 

セットキーを押して下さい。 

                     

                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

デンリュウレンジ    Ｈｉ    ブリンク表示します 

                         
UP と DOWN キーで設定内容が切り替わります。 

                     
                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

デンリュウレンジ    Ｌｏ 

                         

 

   設定が完了すると再度、セットキーを押して確定です。 

   ブリンク表示が停止します。 

 

 ４）ＤＯＷＮキーを押すと、設定項目が切り替わります。 

 

 ５）試験回路の設定をします。 

セットキーを押して下さい。 

                     

                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

シケンカイロ       Ｒ    ブリンク表示します 

                         
 

   UPキーを押すとS相、Ｔ相、３相の順番に変わります。 

                     

                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

シケンカイロ       ３ 
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設定が完了すると再度、セットキーを押して確定です。 

ブリンク表示が停止します。 

 

６）ＤＯＷＮキーを押すと、設定項目が切り替わります。 

 

７）トリガ電流値の設定をします。 

セットキーを押して下さい。 

                     

                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

トリガセッテイ   １０．０ｕＡ    ブリンク表示します 

                         
 

   UP、ＤＯＷＮキーでトリガ電流値の設定値を変更します。 

                     

                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

トリガセッテイ   ５．０ｕＡ 

                         
設定が完了すると再度、セットキーを押して確定です。 

ブリンク表示が停止します。 

 

８）試験回路の配線等を再確認し、測定キーを２秒間（長押し）押して下さい。 

 

   測定がスタートし、現在の測定値が表示されます。 

     

                          ­­ ソクテイ・チュウ ­­ 

                         デンリュウ   ０．０００ｕＡ 

 

９）ハイボルトテスタの電圧を上昇させます。試験時間電圧を印加したら、測定キーを再度２秒

間（長押し）押して下さい。測定を終了します。その後、ハイボルトテスタの出力を０まで

下げます。 

  ※測定を終了した時点での印加電圧が試験電圧として記録されますので、先に電圧を下げます 

と、下げている電圧を記録する事になるのでご注意下さい。 
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図１：電流記録、電圧記録共に使用する場合（例、ＨＶＴ－１１Ｋとの接続） 

 

 

 

 

 

 

 

４－２ 電圧を手動で設定する場合 
 

 電圧記録計の無い機種（ＨＶＴ－２５等）の場合、成極比等の判定を行う為には 

 印加電圧の情報で、これをあらかじめ手動で入力しておく必要があります。 

 

メモリ機能の設定については、電圧記録計、電流記録計共に使用する場合と同様に行って下さい。 

※メモリ機能の設定は、モードに関係なく共通になっています。 

 

1）リード線等を接続して下さい。（図２ 参照） 

 

２）メモリ機能の設定が完了したら、モード切替キーを押し、マニュアルでの電圧設定モードに

変更します。 

 

                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

                         デンアツ   man  0．００ｋV 
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３）試験電圧の設定をします。 

        設定例：試験電圧 １０．００ｋＶ 

セットキーを押して下さい。 

                     

                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

デンアツ  man  ０．００ｋＶ    ブリンク表示します 

                         
UP と DOWN キーで試験電圧を設定します（長く押し続けるとカウントスピードが 

早くなります。 

                     
                         ­­­­ スタンバイ ­­­­ 

デンアツ   man  １０．００ｋＶ    

                         

 

    設定が完了すると再度、セットキーを押して確定です。 

    ブリンク表示が停止します。 

 

４）試験回路の配線等を再確認し、測定キーを２秒間（長押し）押して下さい。 

    測定がスタートし、現在の測定値が表示されます。 

     

                          ­­ ソクテイ・チュウ ­­ 

                         デンリュウ   ０．０００ｕＡ 

 

５）ハイボルトテスタを試験電圧まで上昇させます。 

６）試験時間電圧を印加したら、測定キーを２秒間（長押し）押し高圧出力を０に下げ、測定 

終了します。 

 

 
 

 図２：電流記録のみを使用する場合（例、ＨＶＴ－２５との接続） 
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４－３ メモリ内容の表示 

 

モードキーを何回か押してデータ測定の表示にします。 

 

                        ­­­­データ・サンショウ­­­­ 

                     ソクテイ No．     １ 

                           

   UPとDOWNキーでメモリ内容の表示が切り替わります。 

 

   表示内容 

試験電圧 ：測定を終了した時点での電圧値です。 

最終電流値：測定を終了した時点での電流値です。 

測定時間 ：測定の開始から終了までの時間です。 

トリガ数 ：電流設定値を越えた数です。 

測定日時 ：測定をおこなった日時です。 

測定時間 ：測定の開始から終了までの時間です。 
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５．メモリ内容の確認・消去 
測定したメモリデータの確認と消去方法です。 

 

５－１ 本体ディスプレイでの確認 

 

 １）モードキーを何回か押すと、設定画面の表示になります。 

 

                         ­­ データ・サンショウ ­­ 

                     ソクテイ Ｎｏ．    １ 

                           

 

   UPとDOWNキーでメモリ内容の表示が切り替わります。 

   表示内容：試験電圧、トリガ数、測定時間、最終値、測定日時、測定時間 

 

 

５－２ 専用プリンタ（オプション）での確認 

 

1）本体と専用プリンタ（BL-80RS）を専用コード（RS-232C クロスケーブル）で 

  接続します。 

 

 ２）プリンタの電源スイッチを“ON”にします。 

 

 ３）プリントキーを押すとメモリ番号、試験電圧、最終電流値の一覧が印刷されます。 

 

   各メモリ番号のデータの印刷例 

 

 

 

 

 

 

 

 

   メモリデータリストの印字例 
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５－３ メモリの消去 

 

 １）モードキーを何回か押すと、消去画面の表示になります。 

 

                         ­­ＡＬＬメモリ・ショウキョ­­ 

                       セットキー ２ビョウオシ 

                           

 

 ２）セットキーを 2 秒以上押すと消去中の表示になります。 

 

                         ­­ＡＬＬメモリ・ショウキョ­­ 

                      ショウキョ・チュウ  

                           

 ３）消去完了画面が表示してメモリ消去完了です。 

 

                         ­­ＡＬＬメモリ・ショウキョ­­ 

                      ショウキョ・カンリョウ  
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６．メモリデータの転送（ハイボルトビュー） 
 
６－１ インストール前の準備 

 株式会社 双興電機製作所ホームページより、ＵＳＢドライバーとハイボルトビューを 

ダウンロードをして下さい。 

（https://soukou.co.jp/） 

 ホームページを開きましたら、「製品情報」を選択し、次に「ソフト」を選択します。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次に①「ＵＳＢドライバー」を選択し、ダウンロードします。 

※ダウンロードにつきましては、任意の場所に保存し圧縮ファイルを解凍して下さい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次に②「ハイボルトビューソフト」を選択し、ダウンロードして頂き、圧縮ファイルを 

解凍して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、インストール前の準備ができました。 
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６－２ ＵＳＢドライバーのインストール 

 

 ＤＭＲ－０１は、パソコンへ直接接続できる様にＲＳ－２３２Ｃ、ＵＳＢポートを装備しており

ます。 

 ＵＳＢポートを利用する場合は、ダウンロードしたドライバーをインストールします。 

 ＊ＲＳ－２３２Ｃを使用される場合は、ドライバーのインストールは必要ありません。 

 接続のケーブルは、ＲＳ－２３２Ｃの場合は、インターリンクケーブルを使用して下さい。 

 

 

１）ＤＭＲ－０１の電源を ON 状態でパソコンにＵＳＢで接続すると以下のウィザード 

が起動します。 

 

 

 
 

 

２）一覧または特定の場所からインストールする（詳細）を選択し、次へ(N)をクリックして 

下さい。 
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３）次の場所を含めるにチェックを入れ、参照より先程ダウロードされたフォルダを 

指定して下さい。 

 

 
 

４）ダウンロードしたファイル保存場所を選択し、次へ（Ｎ） をクリックして下さい。 
 

 
 
 ５）インストールが完了すると完了画面が表示されます。 
 

 
 

完了画面が表示すれば 完了 をクリックして下さい。 
 
６）インストール完了後、再びハードウェアのウィザードが起動します。 

ドライバーディスクをセットしたままで、同様の事を行って下さい。 
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６－３ ハイボルトビューのインストール 

 

 １）ダウンロードファイルを、インストール行うパソコンへ保存して下さい。 

 ２）ファイル名を指定して実行を選択して下さい。 

 ３）参照でダウンロードの実行ファイルを選択して OK をクリックして下さい。 

 

 
 

 

 ４）ハイボルトビューのセットアップ画面が表示します。 

インストールを行う場合は、 次へ をクリックして下さい。 

 

 
 

５）ハイボルトビューソフトをインストールするホルダと使用ユーザーを選択します。 

選択が完了すると  次へ をクリックして下さい。 
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 ６）インストール内容が宜しければ  次へ をクリックして下さい。 

 

 
 

７）インストールの完了画面が表示します。 閉じる  をクリックします。 

 

 
 

８）デスクトップにデマンドビューソフトのアイコンが表示されます。 

インストールは、正常に完了しました。 

   ＨＶＴViewのアイコンをダブルクリックするとハイボルトビューソフトが起動します。 
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６－４ ハイボルトビューの操作（通信設定） 

   パソコンとのデータ通信の設定を行います。 

１）ＨＶＴViewのアイコンをダブルクリックするとハイボルトビューソフトが起動します。 

 

 ２）メニューバーの［設定］→［通信設定］を選択して下さい。 

 

 
 

 ３）設定画面が表示します。 

   ポート番号は、接続を行っているパソコンの通信ポートに合わせて変更して下さい。 

   その他は、下記の画面の内容を参考に設定します。 

 

 
 

 ４）設定が完了したらＯＫをクリックします。 
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６－５ ハイボルトビューの操作（需要家データの登録） 

   需要家データ（測定箇所）の登録を行います。 

１）ＨＶＴViewのアイコンをダブルクリックするとハイボルトビューソフトが起動します。 

 

 ２）メニューバーの［測定データ］→［需要家情報の編集］又は、画面左上側のアイコン(需要 

家情報の編集)を選択して下さい。 

 

 
 

 ３）需要家情報の編集画面が表示します。 
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 ４）需要家名称を入力します。 

   需要家名称の追加をクリックすると、新規追加画面が表示します。 

   測定を行う需要家の名称を入力しＯＫをクリックします。 

 

 
 

 ５）測定を行うケーブルの名称を入力します。 

   ケーブル名称の追加をクリックすると、新規追加画面が表示します。 

   測定を行うケーブルの名称を入力しＯＫをクリックします。 

 

 
 

 ６）測定データの名称を入力します。 

   測定データ名称の追加をクリックすると、新規追加画面が表示します。 

   測定を行うケーブルの名称を入力しＯＫをクリックします。 
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７）需要家情報のデータ入力を行います。 
試験内容及びシース・対地漏洩電流、判定基準を入力します。 
測定条件等、変更したい測定データ名称を選択して下さい。 

  判定基準は、一般的な基準に初期値の値が設定されております。社内基準等があれば変更し 

  ます。 

   

 
 

８）需要家データの入力が完了すると、需要家情報の編集画面のＯＫをクリックします。 

 

 ９）判定値の有無の設定を行います。試験成績書に最終電流値、弱点比、成極比の数値に対して 

良否判定の表示処理を解除します。 

メニューバーの［設定］→［環境設定］を選択して下さい。 

[成極比・弱点比の判定結果を印刷する]のチェックを外して下さい。 

 

 
 

１０）判定処理の有無の設定を変更したらＯＫをクリックします。 
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６－６ ハイボルトビューの操作（測定データの転送） 

   ＤＭＲ－０１で記録した測定データをパソコンへ転送します。 

１）ＨＶＴViewのアイコンをダブルクリックするとハイボルトビューソフトが起動します。 

 

 ２）メニューバーの［測定データ］→［測定データの転送］又は、画面左上側のアイコン(測定 

データの転送)を選択して下さい。 

 

 
 

 ３）測定データの転送画面が表示します。 
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 ４）パソコンへデータ転送をします。 

      パソコンと本装置を付属のデータ転送コード（ＲＳ－２３２Ｃ又はＵＳＢケーブル）で接続 

します。 

    

＊＊注意＊＊ 

絶縁診断前に接続しても構いませんが、本装置は高電圧を発生する装置です。その為、 

予期せぬ放電等が発生した場合、サージ等によりパソコンが故障する恐れがあります。 

接続は診断が終了してから接続する様にして下さい。 

 

５）測定データ転送のデータ転送の開始ボタンをクリックして下さい。 

データ転送・編集画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

6）モードキーを何回か押すと、全メモリデータ転送画面が表示します。 

 

                         ­­­­データ・テンソウ­­­­ 

                     テンソウ Ｎｏ．   ＡＬＬ ○ 

                           

 

 

  セットキーを押しますと、全メモリ転送画面になります。 

 

                         ­­­­データ・テンソウ­­­­ 

                     テンソウチュウ 
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転送が完了すると下記の画面が表示されます。 

 

                         ­­­­データ・テンソウ­­­­ 

                     テンソウ カンリョウ  ＡＬＬ 

                           

 

指定した番号のみを一括して送信したい場合は、モードキーを押してメモリＮｏ指定転送の 

画面を表示させます。 

 

                         ­­­­データ・テンソウ­­­­ 

                     テンソウ Ｎｏ．    １  ○ 

                           

 

 送信したくないメモリは、プリントキーを押すと右端の記号が × に変わります。 

 

                         ­­­­データ・テンソウ­­­­ 

                     テンソウ Ｎｏ．    ２  × 

                           

 

 全てのメモリに対して選択を行います。 

 選択が完了すると、ALL データ転送画面に戻します。 

 この時、ALL の右側に表示していた ○ 記号が消えます。 

 

                         ­­­­データ・テンソウ­­­­ 

                     テンソウ Ｎｏ．   ＡＬＬ  

                           

 

 セットキーを押しますと、全メモリ転送画面になります。 

 

                         ­­­­データ・テンソウ­­­­ 

                     テンソウチュウ 

                           

 

転送が完了すると下記の画面が表示されます。 

 

                         ­­­­データ・テンソウ­­­­ 

                     テンソウ カンリョウ  ＡＬＬ 

                           
 
※全メモリ転送画面以外の表示で転送を行うと、表示番号以前のデータが転送されます。 

例）全３データ取得し、表示がテンソウＮｏ．２であればこの状態でセットキーを押すと 

データＮｏ１、データＮｏ２のみが転送され、データＮｏ３は転送されません。 
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7）データがＤＭＲ－０１からパソコンへ転送されます。 

 
 

 

8）転送完了後、右の欄の受信データリストができます。 

転送したい需要家データ(需要家名称、ケーブル名称、測定データ名称)を選択し、転送を行 

いたいデータを受信データリストのチェック欄にチェックします。 

 

 
 

※測定データ名称は、上記の例ですと“２００６年度ケーブル診断データ”の項目で 

 １回分の測定ポイント（仮に２、６、１０ｋＶ等）が入ります。 

 同一ケーブルを２回測定しようとすると“２００６年ケーブル診断データ１回目” 

 “２００６年ケーブル診断データ２回目”の様に測定データ名称に２つ作成するように 

 して下さい。 
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9）転送データの選択が完了すれば、登録ボタンをクリックします。 

  チェックしたデータが、受信データリストから消え測定データ一覧にデータが移動します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

※ この時、既にデータが登録してあれば、以下のウインドウが開きます。 

説明に従い、登録方法を選択してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 30

※ また、測定データ一覧の弱点比は、２つのデータの比率になりますので、電圧の高い方の 

データ及び、１つのデータでは表示しません。 

 

 
 

10）同様に残りのデータも需要家データの選択を変更し、データを登録します。 

   ＊登録しなかったデータは消えてしまいますので、再度転送が必要となります。 

 

１1）ＯＫボタンをクリックすると各測定ポイントに対する登録は完了です。 

   ＊ＯＫボタンを押さないと各データは登録されませんので注意して下さい。 

 

１2）データが表示されます。 
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１3）登録完了のデータは自動的に保存されます。 

１4）本体のメモリデータは自動的に消去されません。 

   ＊転送データを確認し、必要でなくなったデータは消去するようにして下さい。 

１5）データ消去を行います。 

モードキーを何回か押すと、消去画面の表示になります。 

 

                         ­­ＡＬＬメモリ・ショウキョ­­ 

                       セットキー ２ビョウオシ 

                           

 

１6）セットキーを 2 秒以上押すと消去中の表示になります。 

 

                         ­­ＡＬＬメモリ・ショウキョ­­ 

                      ショウキョ・チュウ  

                           

１7）消去完了画面が表示してメモリ消去完了です。 

 

                         ­­ＡＬＬメモリ・ショウキョ­­ 

                      ショウキョ・カンリョウ  
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７．ＣＶケーブルの劣化判定基準 
７－１  漏れ電流の最終値を見る（漏れ電流値） 

     ＤＣ１０ｋＶの電圧を印加し、数分後の漏れ電流値（最終値）を測定します。この値に 

   より劣化を判定します。判定基準は表２のようになっています。 

 

表２：漏れ電流値判定基準 

 ＣＶケーブル ＢＮケーブル 

良 １μＡ以下 １０μＡ以下 

要注意 １～１０μＡ １０～５０μＡ 

不良 １０μＡ以上 ５０μＡ以上 

                                                 －高圧受電設備指針より－ 

 

     しかし、当社の実例によりますと、上記の表より１ケタ低い値になっており、下記の判定 

     基準（表３）を採用しています。 

 

表３：漏れ電流値判定基準（当社） 

 ＣＶケーブル  

良 ０．１μＡ以下 （100ＧΩ以上） 

要注意 ０．１～１μＡ （10Ｇ～100ＧΩ） 

不良 １μＡ以上 （10ＧΩ以下） 

                                                   －当社の診断例より－ 

 

７－２  電圧の変化による絶縁抵抗の変化を見る（弱点比） 

     電圧を５ｋＶ、１０ｋＶと順次印加し、各電圧値における絶縁抵抗を測定し比を求めます。 

 

                                 第1ステップの電圧での絶縁抵抗値 

                     弱点比 ＝ 

                                 第２ステップの電圧での絶縁抵抗値 

 

     この弱点比の判定基準は、表４のようになります。 

 

                                 表４：弱点比の判定基準 

 弱点比 

良 １以下 

要注意 １～５ 

不良 ５以上 
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７－３  漏れ電流の時間的変化を見る（成極比） 

 

図７：電流の時間的変化（成極比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  電圧印加１分後の漏れ電流値         電圧印加規定後の絶縁抵抗値 

      成極比 ＝                                ＝ 

                  電圧印加規定後の漏れ電流値         電圧印加１分後の絶縁抵抗値 

 

      電圧を印加した後の、漏れ電流の変化を見ます。(1)の場合は、最終時の漏れ電流値が１分 

    値より減っていますので良です。(2)の場合は、最終時の漏れ電流値が１分値と同じですので 

    要注意です。(3)の場合は、最終時の漏れ電流値が１分値より増えていますので危険な状態で 

    す。各値の目安は、次の表５のようになります。 

 

                                 表５：成極比の判定基準 

 弱点比 

良 １以上 

要注意 0.5～１ 

不良 0.5以下 

 

７－４  ３相の漏れ電流の不平衡を見る（相間不平衡率） 

      各相別々に漏れ電流を測定し、電流値の不平衡を見ます。例えば、Ｒ相＝0.12μＡ 

     Ｓ相＝0.15μＡ、Ｔ相＝0.2μＡの場合、相間不平衡率は 

 

                            三相の漏れ電流の最大値－最小値 

            相間不平衡率 ＝                                 ×１００ 

                                三相の漏れ電流の平均値 

 

                            0.2－0.12 

                         ＝             ×１００ 

                             0.1567 

 

                         ＝５１％ 

 

      不平衡率が２００％をこえると要注意です。 
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表６：ＣＶケーブルの劣化判定基準 

 

     判定 

項目 

判  定  基  準 備  考 

良 要注意 不良（危険）  

 

 

漏洩電流 

 

 

 

 

0.1μＡ以下 

 

 

 0.1～１μＡ 

 

 

 １μＡ以上 

漏洩電流の大きさ 

 

 

 

変  動 

 

 

 

 

変 動 が な い

もの 

 

時間的に離散

的な変動があ

るもの 

 

変動が大きく 

キックの現象

があるもの 

最大値と最低値の差 

 

 

不平衡 

 

 

   

不平衡率が 

２００％以上

のもの 

 

三相平均値に対する 

不平衡分 

 

 

 

時間特性 

 

 

 

 

変 化 し な い

もの 

 

時間とともに 

増加するが安

定するもの 

 

時間とともに 

増加して不安

定のもの 

 

 

 

成極比 

 

 

 

 

   １以上 

 

 

   0.5～１ 

 

 

   0.5以下 
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８．ハイボルトビューの操作  
８－１ 測定データ表示 

   測定データの表示を行います。 

１）ＨＶＴViewのアイコンをダブルクリックするとハイボルトビューソフトが起動します。 

 

 ２）メニューバーの［測定データ］→［表示データの選択］又は、画面左上側のアイコン(表示

データの選択)を選択して下さい。 

 

 
 

 ３）測定データの選択が表示します。表示したいデータを選択しＯＫボタンをクリックして 

下さい。 
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 ４）測定データが表示されます。 

 

 
※この時、弱点比は２つのデータの比になりますので、電圧の高い方のデータ、及び１つのデータ

の場合、表示しません。 
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５）画面操作を行い、測定結果を確認します。 

 

 

時間データ 

試験条件等の表示

です． 

電流値のレンジ切替です． 

プルダウンでレンジを変更します． 

グラフ表示の開始時間選択です． 

表示する開始時間を変更します． 

 

時間幅の切替です． 

表示したい時間幅を選択します． トリガデータの表示です． 
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８－２ 需要家情報の編集 

   需要家情報、試験結果の編集を行います。 

１）ＨＶＴViewのアイコンをダブルクリックするとハイボルトビューソフトが起動します。 

 

 ２）メニューバーの［測定データ］→［需要家情報の編集］又は、画面左上側のアイコン(需要 

家情報の編集)を選択して下さい。 

 

 
 

 ３）需要家情報の編集画面が表示されます。 

   変更を行いたい測定データ名称を選択し、試験条件等の追記、変更を行います。 

この項目内で各内容を変

更します． 

変更を行いたい測定デ

ータ名称を選択します． 
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 ４）試験結果の編集は、測定データ一覧の部分で変更を行いたい項目をダブルクリックすると 

変更が可能です。 

各試験結果に対する変

更は，この部分の変更を

行いたい部分をダブルク

リックします． 

 
 

 試験結果の編集で各判定データは、最終電流値に対して行います。 

 試験によっては、試験終了動作でうまく終了できず放電電流等が流れている結果をメモリす 

る事もあります。 

 そのような場合は、測定データより最終電流値の値を選択する事が可能です。 

 

５）最終電流値の変更は、測定データ一覧部分の最終値の項目を選択します。 

最終電流値に対する変

更は，この部分をクリック

します． 
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６）最終測定データの変更画面が表示します。 

最終データとして設定したい値を選択し、ＯＫ をクリックして下さい。 
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８－３ 印刷 

１）印刷は画面に表示しているデータの試験成績書を印刷します。 

印刷を行いたいデータを表示します。 

 

 
 

２）プリンタの設定を確認し［OK］ボタンを押して下さい。 
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 ３）試験成績書の印刷例です。 
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 ６）電流データの印刷例です。 
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８－４ データ処理 

 ・エクセル等の表計算ソフトで処理を行う為に、テキストデータの出力が可能です。  

１）テキスト出力を行いたいデータを表示します。 

  上部アイコンのテキスト出力をクリックします。 

 

 
 

２）．テキストデータの出力先を設定します。 

  出力後、エクセル等を起動する場合は、 

“出力後、次のプログラムでファイルを開く” 

にチェックをして下さい。 

選択が完了すると、出力ボタンをクリックします。 
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 ３）出力が完了するとＯＫボタンを押します。 
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９．外形図 
 

 

 

 


